





Trial of carrier-education by active learning cases implemented






































は概ね 100％を維持している。残りの 3 割前後の学生が 4 年制大学への編入学を希望し、
ほぼ全員が希望を達成している（図表１参照）。高い就職率に加え好調な編入実績は、本学
におけるキャリア形成上の大きな特徴の一つと言える。
図表 1．本学における進路の状況（過去 3 か年） 
就職 編入学
希望者 内定者 内定率 希望者 決定者 決定率
2018.3 卒業生 194 192 99.0% 68 68 100.0%
2017.3 卒業生 184 181 98.4% 96 94   97.9%








図表 2　平成 30 年度山形県立米沢女子短期大学キャリア支援計画
出所：山形県立米沢女子短期大学 HP（http://www.yone.ac.jp/career/pdf/2605H30%207c7377ed5927%20
　　　30ad30e330ea30a2652f63f48a08753b.pdf）2018/7/10 取得




































第 1 回 オリエンテーション「よりよく人生を生きるために」
第 2 回 自分を知る方法
第 3 回 自己理解・自己分析
第 4 回 就職と仕事と人生の関係
第 5 回 業界を知る、会社を知る
第 6 回 エントリーシートについて
第 7 回 面接について・会社が学生に求めるもの
第 8 回 まとめ

























































































































は「1. 身につかなかった」「2. やや身につかなかった」「3. 変わらない」「4. やや身についた」




　受講者 10 人中、全項目に回答した 9 人の回答データ（「４月入学当初と比較して、この
講義を受講することで自分にどんな力が身についたと思いますか」の結果のみ抜粋）を図表
7 に記す。
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・三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング（2015）「厚生労働省委託 大学生のための「キャ 
リア教育プログラム集」」（https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11800000-Sho
kugyounouryokukaihatsukyoku/0000092897.pdf）2018.12.25 取得













・山形県立米沢女子短期大学 HP「平成 30 年度山形県立米沢女子短期大学キャリア支援計画」
（http://www.yone.ac.jp/career/pdf/2605H30%207c7377ed5927%2030ad30e330ea30a
2652f63f48a08753b.pdf）2018.7.10 取得
・山形県立米沢女子短期大学 HP「本学における進路の状況（過去 3 か年）」（http://www.
yone.ac.jp/career/employment.html）2018.7.10 取得
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